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１． はじめに 
 近年，無塗装で使用できる耐候性鋼材を使用

した鋼橋が，LCC(ライフサイクルコスト)を低
減可能なことから幅広く建設されている．しか

し，一部の耐候性鋼橋梁では，局部的に層状剥

離さびやうろこ状さびが発生する問題が生じ

ている．耐候性鋼橋梁の腐食要因として，海か

らの飛来塩分，鋼表面の湿度や温度差による結

露による濡れなどがあげられる． 
 そこで，本研究は新潟県内の既設鋼橋梁内桁

の複数個所に飛来塩分捕集器具，ワッペン式暴

露試験片を設置し，気象庁の風速データ，飛来

塩分と腐食の関係を検討し，腐食量の予測を行

う．また，簡易的に濡れ時間を測定する方法の

検討を行う．  
 
２． 対象橋梁 
飛来塩分の観測とワッペン式暴露試験片の

設置を行う対象橋梁は，写真１のような橋梁で

ある．この橋梁は図１のように新潟県内の離岸

距離３km に位置し，この橋梁と海の間には

200m 程度の山があり，海塩はこの山を越えて
飛来する． 

 

写真１ 対象橋梁の全景 

 

(ａ) 広域図 

 

(ｂ) 周辺図 
図１ 対象橋梁の位置 

 

 
図２ 計測器取り付け位置 

 



y = 0.2568x
1.4826

0.1

1

10

1 10

風速(m/s)

飛
来
塩
分
量
(m
dd
)

 

図３ 風速と飛来塩分の関係 
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図４ 飛来塩分と板厚減少量の関係 
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図５ 風速と板厚減少量の関係 
 

 
 

 図６ 100年後の板厚減少量の予測 

３． 調査内容と結果 
 図２に示すように計測器具を設置した．計測

期間は，2008年 12月から 2010年 12月までと
する． 
対象橋梁から最も近い気象庁の観測データ

から，飛来塩分捕集期間１ヶ月ごとの風速を求

め，捕集した桁下の飛来塩分量との関係を求め

たものを図３に示す．多少のバラツキは見られ

るが，風速と飛来塩分の間に相関が見られた． 
 また，桁付近の飛来塩分と，飛来塩分捕集器

と同箇所に設置したワッペン式暴露試験片か

ら算出した100年後の板厚減少量との回帰式を
グラフ図４に示す．これは，１ヶ月ごとに計測

した飛来塩分量のデータを１年間，2 年間と平
均したものと，１年間，2 年間と暴露したワッ
ペン式暴露試験片によるそれぞれの腐食減耗

量との相関を求めて得られた式を用いている．

また，耐候性鋼材の経年板厚減少量の予測式と

して以下の式を用いている．１） 
 

Y＝AＳＭＡ・X
ＳＭＡＢ
 

 

風速の変動を考慮した100年後の板厚減少量
を予測する．風速と 100年後の板厚減少量との
相関を求め図５に回帰式を示す．  
 30年間の風速観測データから，最低年平均風
速は 1.1m/s，最高年平均風速は 3.2m/sである
ことが分かっており，この場合，板厚減少量が

1.23倍の相違がある．そこで，最低年平均風速
であった場合の予測式を， 
 

Y＝1.23AＳＭＡ・X
ＳＭＡＢ
 

 

とする．本研究での調査期間の年平均風速は 30

年間で最高風速の 3.2m/s であったため，補正

係数を１として100年後の板厚減少量の予測を

行った．これを図６に示す． 

 



予測の結果，耐候性鋼材の適用目安である，

100 年後の許容腐食量 500μｍを超える箇所が

あるため，塗装するなど，何らかの措置を行う

必要があると考えられる．また，フランジ上面

は，ごみや埃が堆積しやすいため，予測の値よ

り板厚減少が大きくなることも考えられるた

め，注意が必要であると思われる． 

 
４． 濡れ時間の測定方法の検討２） 
 鋼材が腐食するためには水分が不可欠であ

る．しかし，濡れ時間に対する評価基準につい

ては，付着塩分量のような簡易な測定方法がな

い． 
 従来，濡れ時間の測定には ACMセンサが用
いられてきたが，測定器が高価であり，ACM
センサの定期的な交換が必要となる．また，

ACM センサはあくまでセンサ自体の腐食電流

を測定しているため，橋梁のさび性状による濡

れ時間の差を測定することができない． 
 参考文献２）では，降雨時と晴天時で鋼表面

の直流抵抗値に差異が生じていることを示し

ている．そこで，本研究では，実橋に温湿度計，

ACM センサ，テスターを設置して，濡れ時間

の測定手法について検討を行った． 
  
５． 直流抵抗による濡れ時間の測定 
 さび層は水分を含んでいない状態では非導

電性であり，大きな抵抗値を示す．しかし，こ

のさび層が水分を含むことにより抵抗が低下

することが予想できる．図７に測定概念図を示

す．この抵抗の低下時を濡れ時間として評価で

きるか，検討を行う． 
 
６． 実橋測定試験 

 濡れ時間を，テスターにより測定すること
ができるか検討するため，ACM センサ，温湿

度計，そしてテスターを実橋に設置し比較を行

った．直流抵抗測定端子の設置状況を写真２に

示す．2 月 8日から 2 月 15 日のそれぞれのデ
ータを図８に示す． 

 

 
図７ 測定概念図 

 

 
写真２ 直流抵抗測定端子の設置状況 
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気温が低下するにしたがって，湿度が上昇し

ている．気温と湿度の関係性は高いことがわか

る．また，ACM センサの変動を見てみると，

概ね湿度と同様に変動している． 

 
(ａ) 気温 

 
(ｂ) 湿度 

 
(ｃ) ACMセンサ 

 
(ｄ) テスター 

図８ 計測結果の比較 
 

 
 
 

テスターのデータと ACMセンサのデータを比
較してみると，ACM センサの値が上昇し濡れ

を示している際に，テスターの抵抗は低下して

いる．また，ACM センサの値が下降し乾燥時

を示す際に，テスターの抵抗の値は上限値に達

している． 
 
７． まとめ 
風速，飛来塩分，板厚減少量，それぞれに相

関関係があることを確認することができた． 
また，風速の変動を考慮し，100年後の板厚
減少量の予測を行った．一橋梁内でも，耐候性

鋼材を無塗装で使用できる上限値を局所的に

超えてしまう可能性があることが分かった．こ

れは，腐食減耗量の分析の際の誤差などの影響

も考えられる．このことから，暴露試験片の数

を増やしたり，長期的な暴露を行うことが好ま

しいと思われる． 
腐食因子は飛来塩分だけではないため，今後，

飛来塩分以外の腐食因子である濡れ時間など

を考慮した腐食量予測を検討する必要がある． 
 テスターによる直流抵抗により，濡れ時間の

把握が可能であると思われる．今後，データを

積み重ねて検証をしていく必要がある． 
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